























































































































































































“ 磯 ” は、水の激石なり。“ 磯す可からず ” とは、微かに之に激して遽かに怒
るを言ふなり。＊15













































































み）の三つで、それぞれが巻 1・立教篇、巻 2・明倫篇、巻 3・敬身篇
に配されている。巻 4 〜巻 6 は経書や史書などの文献からそれぞれ「立教」「明倫」
「敬身」の実例を収めており、巻 4「稽古篇」は漢代以前の立派な言行、巻 5「嘉
言篇」は漢以後の訓話、巻 6「善行篇」は漢以後の見習うべき行動を収める。端


















父子（孝）に関わるのは、明倫篇第 1 章〜 39 章であり、父母への孝養（1 〜 15 章）、
父母没後の親族への敬愛（16 〜 20 章）、諫め（21 〜 23 章）、看病（24 〜 25 章）、
葬喪・祖先祭祀（26 〜 33 章）、通論（立身・不孝等）（34 〜 39 章）と分類できる。
父母に対する諫めを明確に孝のこととして位置づけているのである。








































































































































1　桑原隲蔵『中国の孝道』（講談社、1977 年 7 月）、津田左右吉「儒教の実践道徳」（『津
田左右吉全集』第十八巻、岩波書店、1965 年所収）、加地伸行『孝研究――儒教基礎論〈加

















































徳田進『孝子説話集の研究―二十四孝を中心に―』（井上書房、1963 年 12 月）、黒田彰『孝
子伝の研究』「二十四孝の研究」（思文閣出版、2001 年 9 月）、金文京「『孝行録』と「二十四
孝」再論」『芸文研究』66 号（1994 年 7 月）参照。
25　司馬光『家範』には諫めに関する文章が収められている。経書に見える話題を列挙す
るという書籍の性質に基づくところも大きいが、おそらく朱熹も参照していたであ
ろう。拙稿「宋代訓蒙書と朱熹『小学』」『國學院雜誌』117 巻 11 号（通巻 1315 号）、
2016 年 11 月参照。
26　『本朝孝子伝』公卿三に、「公姓平、諱重盛、相国清盛之長子也。清盛跋扈、動輙犯上。
遂乃至於動甲兵竄廷臣、將有事于法住寺殿。公深憂之、規箴尤切、忠言無所不至。清
盛繇是免陥簒弑之罪、其孝不亦大乎。」とある。
